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海域全般に、大型珪藻コシノディスカスは確認されますが、発生量は
やや減少しています。窒素は、西浦海域で概ね３μg at／Ｌ台、東浦海
域で概ね４μg at／Ｌ台、南浦海域で概ね２～３μg at／Ｌ台の値と
なっています。

（珪藻）
海域全般に、大型珪藻コシノディスカスの発生量はやや減少しており、小型

珪藻はほぼ確認されない状況であった。各海域のコシノディスカス発生量は海
水1Lあたり、西浦海域で100～250細胞（前回値：100～300細胞）、東浦海域で
150～300細胞（前回値：350～600細胞）、南浦海域で100～150細胞（前回値：
300～400細胞）であった。
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